
正 答 表 数 学 ※ の欄には，記入しないこと

問1 問1

〔問 1〕 －３ 〔問 1〕 ア
点 点

a －９ b 問2 問2

〔問 2〕 ① ウ
８ 点 点

〔問 2〕
問3

〔問 3〕 ７－２６ ② イ
点

問4 問3

〔問 4〕 ５ 〔問 3〕 １２
点 点

問5

〔問 5〕 x＝ ７ ， y＝ ８ 問1

点 〔問 1〕 イ
点

－３±４１ 問6

〔問 6〕 問2①

２ 点 〔問 2〕 ① 〔証 明〕
点

問7

〔問 7〕 ウ
点 等しい弧に対する円周角は等しいから，

問8 ∠ＢＰＣ＝∠ＢＱＣ……(1)
あ ７

点 仮定から，ＣＰ //ＱＳより，

あ 平行線の同位角は等しいから，
〔問 8〕 い １

いう ∠ＢＰＣ＝∠ＢＳＱ……(2)

(1)，(2)より，
う ８

∠ＢＱＣ＝∠ＢＳＱ……(3)
問9 仮定から，ＢＰ //ＣＱより，

〔問 9〕
点 平行線の錯角は等しいから，

∠ＢＱＣ＝∠ＳＢＱ……(4)

(3)，(4)より，

∠ＢＳＱ＝∠ＳＢＱ

よって，△ＢＳＱにおいて，

２つの角が等しいから，

△ＢＳＱは二等辺三角形である。

問1

〔問 1〕 ウ

〔

２

問2②

点

問 点
問2 2

② え お
〔問 2〕 〔証 明〕 〕

点
６

重ね合わせた部分の面積は，
問1

n 2 枚の紙を使って作った正方形の面積 か ６
点

から，重なり合っていない部分の面積を 〔問 1〕 かき

引いて求めることができる。 き ０

n 2 枚の正方形の紙を縦と横にそれぞれ
問2

n 枚ずつ並べて作った大きさの異なる く ５
点

正方形の 1 辺の長さは(2n＋1)cm となる。
けまた，重なり合っていない部分を １

く けこ
まとめてできた正方形の 1 辺の長さは 〔問 2〕

さ
(n＋2)cm となる。 こ １

よって，重ね合わせた部分の面積は

Ｐ＝(2n＋1) 2－(n＋2) 2 さ ２

＝3n 2－3

＝3(n 2－1) ※ 3 〔問 2〕全て「正答」で，点を与える。

n 2－1 は整数であるから，3(n 2－1)は

3 の倍数である。

したがって，

Ｐの値は 3 の倍数になる。
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【6 分割後期・二次】


